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Abstract

This paper considers teaching method about Kanji in Japanese language teaching. Out of 
explanation related with Shokei-Moji （hieroglyph） and Shiji-Moji in schoolbooks of elementary school, 
this paper considers the positioning of Shokei-Moji and Shiji-Moji in dictionaries. In addition, this paper 
analyzes teaching method about Shokei-Moji and Shiji -Moji.

About  guidance of Shokei-Moji and Shiji-Moji, it is necessary both the mean of terms and the 
concrete explanation about the constructure of Kanji.
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要な教科書で取り土げられている象形文字，指事文字 げられ，その漢字として. r構天Jr持久カJr出欠j
として佼援付けされている漢字を対象に砂漠和辞典等 「下校J[愛犬Jr主主烏jの「天JrカJr欠J[下j
の記述内線について分析を行う ま丸併せて，象形 「刻「鳥jを挙げている

文字，指事文字について，その用法の整理を行うとと 教科書Cは， 6年次において漢字の由来の単λを設
もに，会意文字，形声文字の指導において留意すべき げている.教科書Cは，上記の教科書A，教科書Bと

事項について考察を行う E 者二F異なり，象形文字について{漢字は 3千数百年

2 主要な国語科教科書，および主要な漢和辞

典における象形文字，指事文字についての

取り扱い

2. 1 主要な小学校問題科教科書における象形交字，

議事文字についての取り縁い

本節では，現在出版されている主褒な小学校図書喜科

教科書のうち 5種の教科書ωを取り上げ，漢字の由

来の取り扱い，とりわけE 象形文字E 指事文字の取り

扱いについて援醸する同ここで取り上げる教科書の記

述は，象形文字と指事文字に関する説明守あるE 教科

書の解説部分の奇聞にあたっては，数字の表記はアラ

ピア数字に統一した また，本文の表記や改行等に変

更を加えた儲所があるが，知的意味が変わらないよう

にした.

5穣の小学校国語科教科書のうち，象形文字，指事

文字については 3種の教科書(以下，本稿では， Zこ

れらの教科書を，教科書A.教科書臥教科書C. と

称する)において説明がなされている.まず，教科書

Aは. 5年生の教科書において漢字の成り立ちを扱う

単元を設けており，漢字の成り立ちを4種に区分し，

そのうち，①「闘に見える物の形を，異体的にえがい

たものj後象形文字，② f臼に見えない事がらを，印

や記号を使って表したものjを指事文字として狩横付

けている これらの文字のうち，象形文字の具体例と

して. [馬J[山J[門Jr火J[手j色指事文字の具
体伊!として「よJ[下J[三jを掲げる舗教科書Bも，
5年次において漢字の成り立ちの単元を設けている

教科書断乱象形文字について「物の形をかたどった

絵文字色簡単な形に変えてできたものですjと説明
がら

い指事文字は， r形に表しにくい事柄を，点や線な
どの印で示したものですjと説明する.教科書Bは，

象形文字の伊jとして. [日J[}I[J [人J[耳Jr矢jを
婦げ，指事文字の例として「ーJ[三J[上Jr下j
「末jを掲げる号また，象形文字の説明の後の問題で

は. [一線の漢字は，①②は1m者注:創立象形文
字，②は指事文字)のどちらの成。立ちいにあてはま

るものか，漢字辞典で調べましょうjという問題が掲

も前に中国で，当時の中国語を書き表すための文字と

して作られました.はじめは，絵をえがくような方法

によって，物の形をかたどったものでしたE しだいに

形が整えられ，現在使われているような形に変わって

きました.この漢字の成り立ちを象形といいますjと

いったように，文字史的な観点も取り入れた記述にな

っており，象形文字の例として. [山Jr}IIJ [回j
「飛J[泉J[尺Jr慈Jr片Jr重量jを掲げている.ま
た，指事文字については. [形に表せない事がらは，

記号のように示すととによって，漢字を作りました.

この成り立ちを指事といいますjと述べ，指事文字の

伊jとして [-J[二J[三J[上J[中J[1'" J [小J[寸j
「木jを掲げる.本織で取り上げた3種の教科書にお

いては，具体的な漢字の例は異なるものの，象形文字

と指事文字の主主義についても大きな格違はない， と言

えよう E

2. 君 主要な漢和辞典における象形文字，指事文字

についての取り扱い

一方，漢和辞典においては，象形文字，指事文字は

どのように取り扱われているのであろうか，現行の主

重要な漢和辞典のうち，解説等において，象形文字と指

事文字について説明し，また，漢和辞典に収録されて

いる主要な漢字に対して，象形文字，指事文字等の位

償付けを行っている辞典をいくつか取りょげて調査を

行った.今回の調査の対象として照いた漢和辞典は，

比較的知られている以下の3種の漢和辞典である.出

[ 1) !j\}1I潔樹・西国太一室~剛赤塚忠『角)11 新字

源j(1宮間年，角川書j瓦以下， w新字源Jと称

する)

[2)藤蛍明保・松本昭 a竹田晃・1llI納害事光『漢字

源j (1宮88年，学研，以下， w漢字源』と称す

る)

[3)尾崎畿二郎防都留草幸雄剛西間弘・ 1[1田勝美・

山田俊雄『角JI[ 大字源J(1992年審角JII番j者，
以下， w大字源jと称する)(，) 

上記の漢和辞典の他に，字源の解説著書である白J11静

『常用字解j(2003年，平凡社，以下.r常用字解』
と称する)悼も調査の対象に加えた網
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上に掲げた漢和辞典等のうち，まず. r新字源』は，
凡例において， r常用漢字，漢字の構成上の慕本にな
っている文字など総計約35日日学には，特に{なりた

ちjの舗を設けて解説したjと述べる.さらに. r六
番(象形・指事・会意・形声量仮借・転注)の分類に

よって，毅字のしくみの主要な法則を示した.ただし，

六番のほかに新たに象形指事・会意形芦の2分類を設

けたjのように，六黍の象形，指事，会意，耳夢声，仮

借，転注の他に. r象形指事jと「会意形声jの2分
類を設けた旨を述べている.とれらの用語の定義につ

いては， w新字源』の付録「漢字のなりたち圃 2 漢

字のしくみjにおいて述べられているが，そのうち，

象形文字については. r物の形の特徴を象徴的筆頭に
化して，その物のことば(音審議)を表わすのが象形

であり，この原理によるものが象形文字であるjと述

べ.-}j， 指事文字については. r個々の物ではなく
て， (中路〉物と物との関係の特徴を象徴的筆画関係

に化し，その事がらのことばを指すのが指事であり"

との原則による文字が指事文字である.とこでも象徴

化と比較類推の意識がはたらいているjと述べる.奥

田 (2012)においても指摘したが， w新字詰重』の六書

に隠する記載は，文学史的な観点を視野に入れた記載

になっていると言えよう.次1:，W漢字源』において

は，より初学者に滋解しやすいようなL夫が施されて

いる.r漢字源J(付録ドド閣の文字とことばJ)では.
象形文字についてrE!'月などのように事物の形を

描いて縄略化した絵文字jと説明し，指事文字につい

ては， r絵としては描きにくい‘般的な事態を，強象
的な約束やf.llであらわした字jと説明している.

続いて， r大字源J<r付録漢字について 2 漢
字の構成J)では，象形文字について， r具体的な事物
の姿・形に似せて描色一見してそれが何を表してい

るかがわかる文字である.しかし，多くの場合，全体

の形を単に写実的に描くのではなく，その特徴をとら

えて簡略な線で象徴的に表している.そこで，同類の

物は対照的に相違点が強調される ζとになるjと述べ，

指事文字については， r具体的な姿剛形として表現で
きない綴念や事柄，また事物の関係などを，点や線の

抽象的な記号で表した文字. (絡}つまり，指事は，

象形から会堂ないし形声に発展する原理としてもはた

らいていたと恩われるjと述べている.指事文字につ

いての f大字源』の記載は， w新字源iと同様，文字

史的な視点、を取り込んでいると言える.また， w常JIl

字解~ (r漢字の歴史と〔説文解字)J(5 六蓄につい
て))は，象形文字について， r象形とは，ものの1酵を

かたど

そのまま象ること，ものの形を写し取ることであるj

と述べ，指事文字については. r指事は見てすぐ理解
されるように，事物の関係を示すものであるjと述べ

る 主要な漢和辞典毒事の象形文字，指事文字の取り扱

いは，文学史的な観点を打ち出すか否かといった相違

はあるものの，おおよそ，類同の佼横付けであり，先

に掲げた教科書の記述とも相適うと替えよう.しかし，

『新字源』の凡例において. r象形指事Jr会意形声j
の2分類を設けた点は看過し得ない盟とりわけ， r象
形指事jについては，本稿の問題提起と深く関わると

ころでもあるので，この点について，若干の検討が必

要である. w新字源jは，この「象形指事jについて，

「万に対する刃などのように，強調する符号を加えて

表したのが，いわゆる象形指事である これは複合文

字を造る第一歩であるjと述べる象形指事を，議長形

文字に符号を加えて表す文字として規定し，その符号

の付加が会議文字へと繋がるという認識は，文字史的

な観点を取り入れたものであろう. r会意形声jと異
なり.今回取り上げた漢和辞典のlドにおいて「象形指

事jを打ち出しているのは， w新字源』のみであるが，

象形文字と指事文字を繋ぐ一段階として「象形指事j

を設けることを木稿でも認めることとする.

3 教科書が掲げる象形文字，指事文字の具体

OlJと漢和辞典等の位置付け

3. 1 教科書が掲げる象形文字の具体例

象形文字，指事文字を取り上げている教科書は3種

見えるが，これら3種の教科書が掲げる象形文字は，

都合20種の字であり，そのうち， 4字において，象形

文字以外の文字に佼種付けている漢和辞典がi種以上

見える.その一覧を示すと，以下のようになる

(3種の教科書が掲げる象形文字一覧〕

書道合符jの漢字は.4種の漢和辞典等が象形文字と位置

付ける漢字であり，括弧内の辞典は，象形文字以外の

文字にも![横付けている辞典であるa

女(l)水

女 (2)永

女 (3) LLi 

女 (4)川

女 (5)目

安 {自)子高

女 (7)泉

女 (8)尺
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象形文字，指事文字を取り上げている教科書は3種

見えるが，これら3種の教科書が掲げる象形文字は，

都合20種の字であり，そのうち， 4字において，象形

文字以外の文字に佼種付けている漢和辞典がi種以上

見える.その一覧を示すと，以下のようになる

(3種の教科書が掲げる象形文字一覧〕

書道合符jの漢字は.4種の漢和辞典等が象形文字と位置

付ける漢字であり，括弧内の辞典は，象形文字以外の

文字にも![横付けている辞典であるa

女(l)水

女 (2)永

女 (3) LLi 

女 (4)川

女 (5)目

安 {自)子高

女 (7)泉

女 (8)尺
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会 (9)輩

(1 0) 片<r新字源~)

(11) 豊 (r新字源~ w大字源~ w漢字源~)

会(12) 日

会(13)人

女(14)耳

会(15)矢

食(16)馬

(1 7) 雨 (r新字源~)

(1 8) 門([新字源~)

食(1曽}火

女 (20)手

上に掲げた漢字のうち. (10) r片J. (11) r援J.
(17) r雨J，(18) rrむの漢字は，教科書では象形
文字として位醤付けられるが，漢和辞典によっては，

象形文字以外の文字として位置付けされる辞書が見え

るE

3. 2 重量形文字以外の文字Iこ般歳付ける漢和辞典等

が見えるOiJ

教科書において象形文字として位置付けられながら，

上記の緩和辞典において他の文字としても位置付けら

れたれωf片J，(11) r豊J，(J 7) r雨J，(1的
印引の4字のうち， (10) r片j以外の (11)r豊J，
(17) r雨J. (18) r門jの4字は，会意文字，また
は会意形声文字に位置付けられている"たとえばz

(17) r雨jは， w大字源Jr漢字源JW常舟字解』が
象形文字とするが， w新字源Jは. r灯((中略}地上
をおおっている空のさま}と水演とにより， rあめj
の意を表わすjのように会意文字と理解する.また，

(11) r豪jは. w常用字解iが象形文字として位澄
付けるが， r新字源~ r常用字解jは，会意形声文字に
{ii横付け，それぞれ， rl日字は，もと，壁(かざりの
ついた大きなたかっき)と，ゆたかの震と音とを示す

鉾ずウ→約(または音符仕事.のとから成り，たかっき

にいっぱいf簡をもる，ひいて「ゆたかjの意を表わ

すJ(W新字源~)， r三科まム型にみのった穏を播いた象
形文字.捜は f山+豆(たかっき) +字音符二つjで，

たかっきの上に [11もりにム墾をなすよう穀物を盛っ

たととを示すJ(W漢字源れのように， r終Jr半Jが
音符・意符の双方の機能を有すると説明をしている.

一方， (10) r片j は， W大字源JW漢字源Jr常)IJ字
解』が象形文字と位置付けるが， r新字源』は， rもと
木を二つわりした右半分の形により，板のかたほう，

わる意を表わすjのように象形指事文字と位置付ける固

ただし， w大字源』が「木を二つ苦手jりにした右半分の

形にかたどる. (中略〉半分に割った木の意jといっ

たように. w新字源』と類i可の説明をしていながら，

象形文字として佼霞付けている点は留意されよう.

3. 3 教科奮が掲げる指事文字の具体制と漢和辞殿

等の依謙付け

3.2では 3種の教科書撃が掲げる象形文字を対象に

漢和辞典等における位置付けの揺れを見てきたが，と

こでは， 3緩の教科書が掲げる指事文字を取り上げた

い陸 3種の教科書が掲げる指事文字は，都合9種の字

であり，そのうち. 7字が指事文字以外の文字に位置

付ける漢和辞典が1穣以上見える.その一覧を示すと，

以下のようになる.

(3穣の教科書が掲げる指事文字一覧〕

主主女印の漢字はー 4議の漢和辞典等が指事文字と位置

付ける漢字であり，括弧IAJの辞典は指事文字以外の文

字に位置付けている漢和辞典等である.

(21)ー <r大字源J)
(22) 二 (W新字源~ w大字源D
(23) 三 (W大学源~)

女 (24)上

(25) 中 (W大学源~ w漢字源~ r常用字解~)

合 (26)下

(27)小 <r大字源Jr漢字源Jr常用字解J)
(28) 寸 (W新学糠~ w大字源~ r漢字源Jr常用
字解:.D

(29)本 (r新字源Jr大字源J)

これらの漢字のうち，漢和辞典において位置付けに

揺れが見られる漢字が7字存するが， Zこれらの揺れの

見られる文:'1'は，象形文字，会意文字，または象形指

事文字に位置付ける漢和辞典が見える文字である た

とえば， (2畠)r寸jは，識査した4種の辞典すべてが
他の文字に1f[横付けている例である. r寸J，立， W新字
源J1}I象形指事文字}乙『大字源JW漢字源Jr常用字
解』が会意文字に位嵩付けており， w新字源』は「司

(=又.手の意)の下部に一点を加えて，手首ぷ繭

をはかる意を表わすJと説明しE また， r大字源JW漢
字源JW常用字解』は，それぞれ「意符の司(手)と，
;蛍符のー(指一本の意)とから成る. (絡)手首から

指一本の憾の所にある脈どとろ{、f口)の蕊曙ひいて，

長さの単位1:用いる.一説に象形指事で，司(=又.
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－象形文字・指事文字を中心に－

手の意)の一部に一点を加えて，手首立f品蓄を計る意
を表すという.J (W大字源J)， [寸は["¥ (て) +ー

ゆ雪

印jで，手の指一本の幅のことJ(W漢字源~). [又

(又}とーとを組み合わせた形又は指を伸ばした右

手の形で，その掲の下にそえたーは，指一本という意

味であろうJU常用字解nと説明する. [寸jの
「ーjをどのように捉えるかによって文字としての位

霞付けが異なると言えるが.r大字源』は.r新字源』
の言語を一説として踏まえながら，会意文字として佼轡

付けており，指事文字と会意文字との関には，符号と

佼霞付けるか，漢字として佼震付けるか，という問題

を包含していると言えよう a また. (27) [/J、jも，

『新字源Jが「もと，ちいさい点3つ重ねて，水滴・

火花などのように，ちいさいものの業安表わすjと説

明して指事文字に位置付けるのに対し.r大字源.1r漢
字源jW常用字解』は会意文字として位置付け. [甲

骨圃金文は 3つの点を番色微小園微細のものをか
Cんあん

たどる盟主主文は，中央の点を長めに，両側の点を八に

誤ったものJ(r大字源D.['1'心の!線の両わきに
点々をつけ，棒を削ってちいさく細くそぐさまを描い

たものJ(r漢字源~). [tl、さなものが散乱している形

かや絡)散乱しているものは，おそらく小さな良であ

ろうjげ常用字解j)のように説明する闇解字の理解

はそれぞれの辞典によって異なっているが，具体的な

事物に解するのか. [ちいさい点jという抽象的な事

象ととして解するかによって，文字としての位置付け

が異なると言えよう.

4 象形文字B 指事文字の指導のありかた

本稿では，小学校閣議科のヤ援な教科書において取

層上げられている漢字の由来に関する単元を取りとげ，

象形文字，指事文字を中心に教科書や辞典における

用語の概念，および，具体的な用例について整理を行

い，また，主要な教科書で取りとげられている象形文

字，指事文字として位置付け在れている漢字を対象に

主主喜な漢和辞典の校援付けのありようについて分析を

行ってきた閉

Zこれまで述べてきたように教科書に象形文字とし

て掲げたお種の字のうち.4字において佼憤付けの揺

れが見られ，また，指事文字として掲げた百種の字の

うち， 7字において位置付けの揺れが見られたe また，

教科書B比先述したように「婿天J[持久力J[出
火J[下校Jr愛犬Jr益鳥Jの「天JrカJr欠Jr下j
「犬J[鳥jについて，辞書における位置付けを調査

するという課題を出しているが，これらの漢字のうち，

「天jについては， r大字源~ r常用字解』が象形文字
として特:横付けるのに対し.r新字源jは象形指事文
字.r譲字源Jは指事文字として位置付ける
象形文字と指事文字については，両者の関係，発伎

の順序，定義等について諸説が存する (5)また，中に

は，指事文字を否定的に捉える言語も存する.象形文字

と指事文字の関係については，段三五裁が「指事之lilJ於

象形者，形調一物，事核衆物，軍事博新分，故一挙日月，

一挙上下E 上下所綾之物多.日月祇一物，学者知之，

可以得指事象形之分jと述べているように具体的な

事物を指すか抽象的な事物を指すか，といった区別が

設けられるが，具体性と抽象性の境界は畷味であると

言える.加えて，滞家によって象形文字と指事文字の

定義が異なるととも，象形文字と指事文字の境界を媛

雑にしていると言えよう.

以上，小学校国語科における漢字指導のうち，象形

文字，指事文字を中心t:検討を行ったが，象形文字，
指事文字の位種付けは漢和辞典によって大きく巣なっ

ている.小学校高学年に対する漢字指導の混乱を回避

するためには，会意文字，形声文字と同様，まずは，

教科書に掲げる象形文字，指事文字について典型例を

掲げる必褒があるであろう 漢和辞典によって位置付

けが異なるような漢字は可能な限り掲げないようにす

る必要がある.また，併せて，指導者の側にも，主主要

な漢和辞典を見ておくといった教材研究が必要である.

また象形文字，指事文字における造字の原理に重点

を置いた指導が必望書であると考えられる岨

典出 (2012)でも述べたことであるが，六書とい

う用語，および，象形文字，指事文字，会意文字g 形

声文字，といった用語は，典型的な概念を表す用語で

あると言えるが，厳密な分類3基準に慕づいた用語では

ない.用語だけが一人歩きしてしまうととは避けなけ

ればならないし，また，漢字の由来の解説に見える解

釈がいずれも研究者鯛人の解釈にすぎず，絶対に正し

いと証明されたものではない，というZことを十分に踏

まえて，漢字の由来に関する指導を行う必婆があろう凶

Received date 2012年7月24日

注

(日本線で取り上げた第5学年，第6学年の教科書
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と学ぶ小学校国語六年同(同1::，平成23

年2月九『みんなと学ぶ小学校国語六年

下~ (向上，平成23年7月). Wひろがる言葉小

学国語 5 1::~ (教育出版，平成23年1月). rひ
ろがる言葉小学国語 5 下~ (向上，平成23年

8月). Wひろがる言葉小学図議 自上~ (向上，

平成23年1月)rひろがる言葉小学国語 品下』
(岡上，平成23年畠月)， r新しい 国語五上』
(東京書籍，平成23年2fJ)， r新しい国語五
下~ (向上，平成23年7月)， r新しい国語六
上~ (向上，平成23年2月)， w新しい国語六

下j (向上，平成23年2月九 f国務五銀河』

(光村関蕃，平成23年2月九『閣議六創造』

(向上，平成23年2月)

(2)漢和辞典等の記述の引用にあたっては，数字の

表記はアラビア数字に統 Aした.また，本文の表

記や改行等に変更を加えた箇所があるが，知的意

味が変わらないようにした.

(3)本稿では， (1) W角JiI 新学振』は1古島7年266
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色『角川 大字源』は1鈎2年初版を使用した

(4) W常用字解』については， 2004年初版第4蝋を

使用した.

(5)象形文字と指事文字に関する諸説については，

自li!静 f説文新義巻15~ (第4章3r六書法の問
題J，白鶴美術館 1告73年)，成家徹郎『説文解
字の研究古代漢字研究序説前編~ (r説文解字の
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